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1．はじめに 

 

本書は、JANIS レンタルサーバーをご利用するお客さまのためのご利用ガイドです。 

コントロールパネルを用いて行う主なサーバ管理の内容について記述します。 

JANIS レンタルサーバーでは用途や目的に応じた 3 種類のコントロールパネルを用意しています。 

サイトマネージャー 

管理者(admin)が、サービス全体の管理を行う管理ツールです。 

アクセス権限 管理者(admin)のみ 

アクセス方法 ブラウザで次のアドレスを開き、メニューから「サイトマネージャー」を選択しログイン 

http://お客さまのドメイン名または IP アドレス:8080/ ※ 

ログイン アカウント名：admin 

パスワード：管理者(admin)用パスワード 

設定・確認できる内容 ・サイト管理 

・メール管理 

・Web/FTP 管理 

 

メールマネージャー 

管理者(admin)がメールユーザを登録した後、メールユーザが各自メールアドレスのパスワード変更や 

メール転送の設定などを行う管理ツールです。 

アクセス権限 メールユーザ 

アクセス方法 ブラウザで次のアドレスを開き、メニューから「メールマネージャー」を選択しログイン 

http://お客さまのドメイン名または IP アドレス:8080/ ※ 

ログイン アカウント名：メールユーザのアカウント 

パスワード：メールユーザのパスワード 

設定・確認できる内容 ・メールユーザのパスワード変更 

・メール転送設定 

・メールのディスク容量確認 

・メールユーザのメール削除 
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Web マネージャー 

管理者(admin)が Web ユーザを登録した後、Web ユーザのパスワード変更やアクセス制限の設定な

どを行う管理ツールです。 

アクセス権限 Web 特権ユーザ、Web ユーザ 

アクセス方法 ブラウザで次のアドレスを開き、メニューから「Web マネージャー」を選択しログイン 

http://お客さまのドメイン名または IP アドレス:8080/ ※ 

ログイン アカウント名：Web ユーザのアカウント 

パスワード：Web ユーザのパスワード 

設定・確認できる内容 ・Web ユーザのパスワード変更 

・Web のディスク容量確認 

・Web および FTP のアクセス制限設定 

 

※  お客さまのドメイン名および IP アドレスは、「ご利用案内通知書」をご参照ください。 
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大切なお知らせ 

JANIS レンタルサーバーではお客さまコンテンツやデータベースを含めたバックアップを自動で取得しており、

サーバー設備起因による障害が発生した場合、このバックアップを用いて復旧対応を実施します。 

一方でこのバックアップは設備起因障害時のサービス復旧を目的としており、お客さまにバックアップデータ

をご提供することはできません。 

また、近年はランサムウェアをはじめとしたサイバー攻撃が高度化しており、外部からの不正アクセスやマル

ウェア感染により、サーバー上のデータおよびバックアップデータが同時に利用不能となるリスクも指摘されて

います。 

（例：バックアップ領域の暗号化、改ざん、削除など） 

こうしたリスクに備えるためには、お客さまご自身による定期的なバックアップ取得（ローカル環境や外部ス

トレージへの保管）が極めて重要です。 

特に、以下のような運用を推奨しております。 

・CMS 等をご利用の場合は、データベースとファイルの両方をバックアップ 

・バックアップデータを JANIS レンタルサーバー外部へ保管（外付け HDD やファイルサーバー等） 

 

本ご利用ガイドの以下のページにデータ保存方法を記載しております。 

【8．データベースの管理】 8．4 データのエクスポート  

【9．FTP ソフトを用いたファイル転送設定方法】 

 

お客さまの大切なデータを確実に保護するために定期的なバックアップ取得を実施いただき、ご不明点や

バックアップ方法に関するご相談がございましたらお気軽にお問い合わせください。 
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2．コントロールパネル・メニュー画面へのログイン 

 

① Web ブラウザより以下の URL へアクセスします。 

http://お客さまドメイン名または IP アドレス:8080/ 

※  お客さまのドメイン名および IP アドレスは、「ご利用案内通知書」をご参照ください。 

② お客さまがサービスをご利用になるために必要な、設定作業等を行なうためのコントロールパネル・メニュー

画面が表示されます。 
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3．サイトの管理 

 

サイトの管理は、「サイトマネージャー」の「サイト管理」より行うことができます。 

主な内容は以下となります。 

■  Web とメールのディスク割当て容量配分の設定 

3．1 サイトマネージャーへのログイン 

「サイトマネージャー」へログインします。 

■  サイトマネージャーへのログイン 

① メニューから「サイトマネージャー」をクリックします。 

 

② 「サイトマネージャー」をクリックすると、ユーザ名とパスワードの入力を求められますので、以下の内容を 

入力してください。 

ユーザー名： admin 

パスワード： 管理ツールログインパスワード 

※  管理ツールログインパスワードは、「ご利用案内通知書」をご参照ください。 

入力後、「OK」をクリックします。 
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③ 「サイトマネージャー」のコントロールパネルが表示されます。 
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3．2 Web とメールの割当てディスク容量配分設定 

契約ディスク容量の中から Web 用とメール用の 2 つに使用目的を分けて容量を配分します。 

■  Web とメールの割当てディスク容量配分設定 

① 「サイトマネージャー」の画面左メニューより「サイト管理」→「ディスク容量」→「Web/メール容量配分」 

 を順にクリックします。 

 

② Web 用に割り当てるディスク容量を入力してください。 

 入力後、「割り当てる」をクリックします。 

※ 残りの使用可能容量が自動的にメール用として割り当てられます。 
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■  Web とメールの割当てディスク容量配分設定 

③ Web 用およびメール用の割り当てディスク容量が変更されたことを確認します。 
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4．メールの管理 

 

メールの管理は、「サイトマネージャー」の「メール管理」より行うことができます。 

主な内容は以下となります。 

■  メールユーザの登録 

■  メールユーザのパスワード変更 

■  メールユーザのメール容量制限変更 

■  メールユーザの削除 

■  メールユーザの転送設定 

■  メールのウイルスチェック 

■  メールユーザの迷惑メール隔離設定 

■ ホワイトリスト/ブラックリスト 

4．1 メールユーザの登録 

メールユーザの登録を行います。 

■  メールユーザの登録 

① 「サイトマネージャー」の画面左メニューより「メール管理」→「メールユーザ管理」→ 

 「メールユーザの登録・変更」を順にクリックします。 
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② 新しく作成するメールアカウントの情報を入力してください。 

 入力後、「新規登録」をクリックします。 

 

 

③ 正常にメールユーザの登録が行われた場合は、以下の画面が表示されます。 

 

※メールアカウント登録時の注意 

メールアカウント登録時、アカウント名およびパスワードの入力は画面の内容に従って行ってください。 

 条件を満たしていない場合はエラーとなるため、正しく入力してください。 
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4．2 メールユーザの削除 

メールユーザの削除を行います。 

■  メールユーザの削除 

① 「サイトマネージャー」の画面左メニューより「メール管理」→「メールユーザ管理」→ 

 「メールユーザの登録・変更」を順にクリックします。 

 

② 削除したいメールユーザの「削除」をクリックします。 
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■  メールユーザの削除 

③ 確認画面が表示されるので、「削除」をクリックします。 

※  メールアカウントの削除を行う際は、画面の＜注意＞をお読みください。 

 

④ 正常にメールユーザの削除が行われた場合は、以下の画面が表示されます。 
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4．3 メールユーザのメール転送設定 

メールユーザ宛てのメールを他のメールユーザ宛てに転送します。 

■  メールユーザのメール転送設定 

① 「サイトマネージャー」の画面左メニューより「メール管理」→「メールユーザ管理」→「メールの転送設定」 

 を順にクリックします。 

 

② 設定したいメールユーザの「転送設定変更」をクリックします。 
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③ 転送先を入力してください。 

 入力後、「転送設定を行う」をクリックします。 

 

■  メールユーザのメール転送設定 

④ 正常に設定が行われた場合は、以下の画面が表示されます。 
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5．迷惑メールフィルタ機能・迷惑メール隔離設定 

 

迷惑メールフィルタ機能は、受信したメールに対して迷惑メールであるかをチェックし判定する機能です。ご利用中の

メールアドレス宛に配送されるメールに対して迷惑メールのチェックを行います。 

迷惑メール隔離設定は、迷惑メールフィルタで迷惑メールと判定したメールをメールボックスの「MEIWAKU」フォルダ

に自動的に振り分ける機能です。隔離されたメールは、サーバー上にあるメールボックスの「MEIWAKU」フォルダに一

定期間(14 日)保存され、自動削除されます。 

5．1 迷惑メールフィルタ機能 

登録されているメールアドレス宛てに配送されるメールに対して、迷惑メールのチェックを行います。 

迷惑メールと判定されたメールについては、件名に任意の文字列を付与したり、特定のメールフォルダへ自動的に隔

離し自動削除させることができます。 

「サイトマネージャー」の画面左メニューより「メール管理」→「迷惑メールフィルタ管理」→ 

「迷惑メールフィルタ ON-OFF」を順にクリックします。 
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初期状態では本機能は「ON」に設定されており、以下の設定値では迷惑メールと判定されたメールについては件名

に「SPAM」が追加されます。 

 

設定名 説明 

ON 

ヘッダ追加、題名(Subject)への指定文字列追加なし

に設定する。 

ご登録されているメールユーザーに対し、迷惑メールのチェックを行います。  

ON 

ヘッダ追加、題名(Subject)への指定文字列追加あり

に設定する。 

ご登録されているメールユーザーに対し、迷惑メールのチェックを行います。迷

惑メールと判定された場合、件名にお客さまご指定の文字列を付加します。 

OFF 

迷惑メールチェックなしに設定する。 
ご登録されているメールユーザーに対し、迷惑メールのチェックを行いません。 

登録されているすべてのメールアドレスに対し適用されます。メールアドレスごとに ON-OFF の設定はできません。 
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5．2 迷惑メール隔離設定 

迷惑メールフィルタで迷惑メールと判定したメールを特定のメールフォルダへ隔離する機能です。 

「サイトマネージャー」の画面左メニューより「メール管理」→「迷惑メールフィルタ管理」→ 

「迷惑メール隔離設定」を順にクリックします。 
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メールユーザーごとの設定画面が表示されます。 

「すべて隔離する」「すべて隔離しない」ボタンを選択することで、すべてのメールユーザーの設定を 一括で変更するこ

とができます。 

デフォルト設定は隔離するに設定されています。メールアドレス毎に任意の設定に変更したい場合、隔離する・隔離

しないを選択いただき、最後に設定ボタンをクリックしてください。 
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設定内容を確認する画面が表示されます。問題ないことを確認し「変更」ボタンをクリックしてください。 

 

隔離設定の変更が実行されます。 

ユーザーごとに順次設定が行われますので、下のような設定完了の表示がされるまで操作はせずお待ちください。 

 

  



 

22 

 

6．ホワイトリスト/ブラックリスト機能 

 

迷惑メールフィルタをご利用お客さまは任意のホワイトリスト、ブラックリスト機能を利用する事が可能です。 

6．1 ホワイトリスト 

メールアドレス、IP アドレス単位でホワイトリストへ登録する事か可能です。 

登録された送信元から送信されたメールは、迷惑メールフィルタによる判定を問わず、「迷惑メールではない」と判定

します。 

この機能を利用する事で、 正当な送信元からのメールが迷惑メールと誤判定されることを防いだり、 重要なメール

が届いていることに気づかない、といったリスクを回避することができます。 

初期設定では、お客さまのご利用ドメインがホワイトリストに登録されています。この設定により、お客さまご利用のド

メインからのメールが誤判定されるリスクを回避します。 

ホワイトリストとブラックリストとでは、ホワイトリストの設定の方が優先されます。 
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6．2 ブラックリスト 

メールアドレス、IP アドレス単位で指定することができます。 

登録された送信元から送信されたメールは、迷惑メールフィルタによる判定を問わず、「迷惑メール」と判定します。 

 

6．3 ホワイトリスト・ブラックリスト登録方法 

ホワイトリスト・ブラックリストの登録方法につきましては、登録したいメールアドレス、IP アドレスを入力いただき、 

確認ボタンをクリックいただきますと確認画面が表示されます。設定内容に問題がなければ設定ボタンをクリックしま

す。 
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正常に設定が行われた場合は、以下の画面が表示されます。
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7．Web メールの管理 

 

Web メールの管理は、「サイトマネージャー」の「WEB & FTP 管理」より行うことができます。 

7．1 Web メールへのログイン 

Web メールへのログインが行えます。 

■  Web メールへのログイン 

① 「サイトマネージャー」の画面左メニューより「WEB & FTP 管理」→「Web メール管理」→ 

 「Web メール v3」を順にクリックします。 

※ 「Web メール v3」をご利用される場合は、先に「Web メール v3 インストール」を行ってください。 

 

② ログインしたいメールユーザの右側に表示される URL をクリックします。 

 

  



 

26 

 

③ ログイン ID とパスワードの入力を求められますので、以下の内容を入力してください。 

ログイン ID： メールユーザのメールアドレス 

パスワード： メールユーザのパスワード 

入力後、「ログイン」をクリックします。 

 

■  Web メールへのログイン 

④ ログイン情報確認画面で、「新規登録」をクリックします。 

※  初回ログイン時のみ表示されます。 

 

⑤ 画面の表示内容を確認し、「OK」をクリックします。 

※  初回ログイン時のみ表示されます。 
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⑥ 上段メニューの「メール」をクリックします。 

 

⑦ Web メール画面が表示されます。 
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8．データベースの管理 

 

データベースの管理は、「サイトマネージャー」の「WEB & FTP 管理」より行うことができます。 

8．1 DB 管理ツール(phpMyAdmin)へのログイン 

DB 管理ツールへのログインが行えます。 

■  DB 管理ツールへのログイン 

① 「サイトマネージャー」の画面左メニューより「WEB & FTP 管理」→「MySQL 管理」→ 

 「MySQL の ON-OFF」を順にクリックします。 

 

② 「phpMyAdmin を開く」をクリックします。 
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■  DB 管理ツールへのログイン 

③ ユーザ名とパスワードの入力を求められますので、以下の内容を入力してください。 

サーバー：  localhost 

ユーザー名： データベース管理ページログインユーザ名 

パスワード： データベース管理ページログインパスワード 

※  データベース管理ページログインユーザ名とデータベース管理ページログインパスワードは、 

    「ご利用案内通知書」をご参照ください。 

入力後、「実行する」をクリックします。 

 

 

④ DB 管理ツール画面が表示されます。 
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8．2 DB 管理ツールの各メニュー・テーブル管理 

 

■赤枠内 

メインページへ phpMyAdmin のメインページへ戻ります 

ログアウト DB 管理ツールをログアウトします。 

 

■緑枠内 

管理ツール「MySQL５マネージャー」で設定されたデータベース名が表示されます。 

各データベース内のデータの確認や変更などを行いたい場合には、ここからデータベースを選択し、 

操作画面に移動します。 
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8．3 DB 管理ツールのテーブル管理 

データベース名を選択し、操作したいテーブル名を選択します。 

ここでテーブルの作成、 既に存在しているテーブルの削除、テーブル内のデータの追加、及びデータのインポートやエク

スポートなどを行う事ができます。 

 

 

タブ上の各項目の主な機能は以下の通りです。 

構造：フィールドの設定の編集 

SQL：SQL 文を使ってデータベース内の情報を更新･変更する 

検索：保存したデータを検索 

挿入：データを挿入する 

エクスポート：保存したデータをバックアップする 

インポート：バックアップしたデータを取り込む 

操作：テーブル名を変更したり、保存したデータの表示順を設定 

空にする：保存したデータのみを全て削除 

削除：テーブルを削除 
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8．4 データのエクスポート 

データベース単位でのエクスポート 

トップページから「エクスポート」のタブをクリックします。 

 
 

エクスポート方法で「詳細」を選択し、エクスポートする際の詳細な設定画面を表示します。 
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エクスポート方法で「詳細」を選択するとエクスポートする際の詳細な設定画面が表示されます。 

・エクスポートするデータベースの選択 

・出力方法の選択 

・フォーマット特有のオプション エクスポートデータ生成時のオプション 

 

エクスポート方法で「詳細」を選択した画面 -参考例- 
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■データベース 

エクスポートを実施したい選択中のデータベースは黒マーカーで表示され、デフォルトはデータベースを全てエクスポート

する状態となっております。 

個別にエクスポートしたいデータベースを指定したい場合、１度全選択解除を実施いただいた後に対象のデータベー

スをクリックする事で個別選択が可能です。 

 
 

■出力 

エクスポートする際のファイル名や文字コード等を指定する事が可能です。 
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■フォーマット特有のオプション 

オプションのデフォルトは以下の通りです。 

「DROP TABLE / VIEW / PROCEDURE / FUNCTION / EVENT / TRIGGER コマンドを追加する」が、

デフォルト設定：OFF となっております。このままエクスポートしてしまいますと、インポートした際にエラーしてしまうた

め、ON にご変更いただきエクスポートいただきますようお願いいたします。 

 
 

 

 

ON に変更する 
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オプション項目の選択が完了しましたら、エクスポートボタンをクリックいただきますとエクスポートが実行されます。 
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テーブル単位でのエクスポート 

データベースを選択し、データベース名の下に表示されるテーブル名を選択します。 

「エクスポート」のタブをクリックします。 

 

 

 

エクスポート方法で「詳細」を選択し、エクスポートする際の詳細な設定画面を表示します。 
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エクスポート方法で「詳細」を選択するとエクスポートする際の詳細な設定画面が表示されます。 

・エクスポートするデータベースの選択 

・出力方法の選択 

・フォーマット特有のオプション エクスポートデータ生成時のオプション 

 

エクスポート方法で「詳細」を選択した画面 -参考例- 
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■テーブル 

デフォルトは全テーブルをエクスポート対象で選択している状態となっています。 

任意にエクスポートしたいテーブルを指定したい場合には、テーブルごとにチェックボックスのチェックを外していただく事で

個別選択が可能です。 

 

 
 

■出力 

エクスポートする際のファイル名や文字コード等を指定する事が可能です。 
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■フォーマット特有のオプション 

オプションのデフォルトは以下の通りです。 

「DROP TABLE / VIEW / PROCEDURE / FUNCTION / EVENT / TRIGGER コマンドを追加する」が、

デフォルト設定：OFF となっております。このままエクスポートしてしまいますと、インポートした際にエラーしてしまうた

め、ON にご変更いただきエクスポートいただきますようお願いいたします。 

 

ON に変更する 
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エクスポートするデータ形式など、実施したい内容にあわせてオプション項目にチェックをし、「エクスポート」ボタンを 押

下して下さい。 
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8．5 データのインポート 

「インポート」のタブをクリックします。 

 

インポートするファイルの形式など、実施したい内容にあわせて各項目にチェックをし、「実行」ボタンを押下します。 

 

「インポートは正常に終了しました。○個のクエリを実行しました」のメッセージが表示されたら、インポートは完了となり

ます。 
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8．6 パスワード変更 

DB 管理ツールへのログイン用パスワードを変更する場合にはパスワード変更をクリックします。 

 

 

新しいパスワードを入力いただき、実行するボタンをクリックしますとパスワードが変更となります。 
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9．FTP ソフトを用いたファイル転送設定方法 

 

9．1  サーバー接続方法 

当マニュアルでは FFFTP ソフトを用いてサーバーへ接続する方法をご案内します。 

① FFFTP を起動します。ホスト一覧画面が開きますので、「新規ホスト」ボタンをクリックします。 

 

 

② ホストの設定画面が表示されます。「基本」のタブをクリックします。設定項目は下記の通りです。 

 
・ホストの設定名：任意のお名前 

・ホスト名(アドレス)：ドメイン または IP アドレス 

・ユーザ名：admin または Web 特権ユーザ用アカウント または Web ユーザ用アカウント 

・パスワード/パスフレーズ：サイト管理者用(admin)パスワード または Web 特権ユーザ用パスワード 

 または Web ユーザ用パスワード 

 ※anonymousFTP をご利用の場合は、anonymous ボックスをチェックして下さい。 

・ローカルの初期フォルダ：ホームページのデータを保管している PC のフォルダを指定 

・ホストの初期フォルダ：任意で設定(空欄でも構いません。) 

設定後、「拡張」のタブをクリックします。 
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③ 拡張の設定・高度の設定項目は以下の通りです。 

拡張 

 
・PASV モードを使う：チェックを入れます。 

・ポート番号：21 

その他の設定項目はデフォルトのままで構いません。設定後、「高度」のタブをクリックします。 

 

高度 

 
・LIST コマンドでファイル一覧を取得：チェックを入れます。 

その他の設定項目はデフォルトのままで構いません。設定後、「OK」のタブをクリックします。 
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④ ホスト一覧 画面に戻ります。 
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9．2 ファイルアップロード・ダウンロード方法 

FFFTP を起動します。予め、設定登録してあるホスト一覧からレンタルサーバー設定を選択し、「接続」ボタンをクリ

ックします。 

 

 

接続時毎に以下メッセージが表示されますで、「Yes」ボタンをクリックします。 

 

 

以下の画面が表示されます。画面の左側がパソコン側・右側がサーバー側となります。 

ファイルのアップロードにつきましては、サーバー側へドラッグアンドドロップいただければサーバーへのファイルアップロード

は可能です。サーバーからのファイルのダウンロードにつきましては、該当ファイルを選択していただきいただきそのまま

PC のデスクトップ等に移動していただければダウンロード可能です。 
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10．Web マネージャー 

 

Web のアカウント管理は、「Web マネージャー」より行うことができます。 

主な内容は以下となります。 

■  Web ユーザのパスワード変更 

■  Web ユーザのディスク容量確認 

■  アクセス制御設定 

7．1 Web マネージャーへのログイン 

「Web マネージャー」へログインします。 

■  Web マネージャーへのログイン 

① メニューから「Web マネージャー」をクリックします。 

 

② 「Web マネージャー」をクリックすると、ユーザ名とパスワードの入力を求められますので、以下の内容を 

 入力してください。 

ユーザー名：Web ユーザのアカウント名 パスワード： Web ユーザのパスワード 

入力後、「OK」をクリックします。 
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③ 「Web マネージャー」のコントロールパネルが表示されます。 
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11．メールマネージャー 

メールユーザのメール管理は、「メールマネージャー」より行うことができます。 

主な内容は以下となります。 

■  メールユーザのディスク容量確認 

■  メールユーザのメール強制削除 

11．1 メールマネージャーへのログイン 

「メールマネージャー」へログインします。 

■  メールマネージャーへのログイン 

① メニューから「メールマネージャー」をクリックします。 

 

②「メールマネージャー」をクリックすると、ユーザ名とパスワードの入力を求められますので、以下の内容を 

 入力してください。 

ユーザー名：メールユーザのアカウント名 パスワード： メールユーザのパスワード 

入力後、「OK」をクリックします。 
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③ 「メールマネージャー」のコントロールパネルが表示されます。 

 


